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2001 3 24 34 7 132 421. はじめに 年 月 日に 北緯 度 分 東経 度、 、

2分を震源とする芸予地震が発生した。地震による被害 は、死者)1

名・負傷者 名・被害家屋 棟・停電 件にのぼり、287 49,420 43,514

。人的被害の約 ％と家屋被害の約 ％が広島県に集中していた67 74

この地震において、多数の観測記録が得られているが、観測点以

外のより詳細な高密度の震度分布を把握することは地震被害を理

解するうえで重要である。そこで本研究の目的は、アンケート震

、 、度調査 を行い 年芸予地震における高密度な震度分布を求め2) 2001

地震被害とアンケート震度との関係を明らかにすることにある。

今回は、特に被害の大きかった呉市に対して検討を行った。

アンケート震度調査は被災者にアンケート調2. 調査の実施方法

査票を高密度に配布し、体感・体感場所・事物の変化・被害に関

する回答を震度算定方法にしたがい、震度を気象庁により定めら

れている震度階級で算定するものである。広島県内 校の県立高86

校へ、 校当たり 枚、総枚数 枚のアンケート用紙を地震1 125 10,750

1 5 64発生から約 ヶ月後の 月中旬に送付した。回答があったのは

校、回収枚数 枚 回収率 その内有効6,590 ( 61 %)

枚数は 枚 有効枚数率 であった。ア5,885 ( 89 %)

ンケート震度調査は原則として太田ら の方法3)

によるものとし、アンケート震度調査の方法の

詳細は文献 に詳しい。なお、得られたアンケ4)

ート震度を気象庁震度に変換したものを等価ア

ンケート震度という。また、ある地域にいた回

答者による等価アンケート震度の平均値を地域

震度という。

広島3. 等価アンケート震度調査結果と考察

県内の芸予地震の町丁目大字単位の地域震度と

に公表されている 箇所の震度計によるK-net 21

計測震度とを比較したものを に示す。これ表 1

より、 湯来と 大野を除いてはHRS009 HRS014

等しい震度階級もしくは 階級の差になり、等1

価アンケート震度の精度は良好であるといえる。

次に、広島県内における地域震度を震度階級別

キーワード アンケート震度 年芸予地震 気象庁震度, 2001 ,
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図 広島県内の地域震度分布1
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表 町丁目大字単位の地域震度と計1

測震度の比較
地域震度 計測震度

HRS001 高野 4.2 4.1
HRS002 東城 3.6 －
HRS003 三次 4.5 4.2
HRS004 芸北 4.3 4.2
HRS005 油木 4.4 4.7
HRS006 豊平 4.9 4.4
HRS007 甲奴 3.7 3.7
HRS008 向原 5.3 4.6
HRS009 湯来 4.6 5.7
HRS010 世羅 5.0 5.0
HRS011 府中 4.4 4.3
HRS012 東広島 4.8 4.7
HRS013 広島 4.9 5.1
HRS014 大野 4.6 5.6
HRS015 福山 4.3 4.4
HRS016 尾道 4.6 4.1
HRS017 三原 5.2 5.0
HRS018 竹原 4.7 4.8
HRS019 呉 5.3 5.4
HRS020 因島 5.2 5.3
HRS021 西城 4.3 4.0
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に色分けしたものを に示す。一般的に被害が大図 1

きかった三原市や河内町において、地域震度の値も

大きくなっている。

呉市人口の約 ％に当たる4. 呉市の被害状況 20

人が急傾斜地で生活しているが、呉市には地14,600

震時の急傾斜地独特のマニュアルは策定されていな

いのが現状である。今回の地震では広島県内の被害

総計に対して、呉市の人的被害が約 ％、物的被害40

が約 ％を占めている。 は呉地域事務所建設局34 図 2

管内の公共構造物被害および石積擁壁被害 の分布5)

3を示す 同様に呉市の等価アンケート震度分布を。 図

に示す。これより、地域震度 となった呉市にお4.9

いては、地震計が設置されている中央での等価アン

ケート震度は気象庁震度と同等の値となっている。

また、呉市内における等価アンケート震度は場所に

よりばらつきがあり、地震計を設置している中央周

辺の揺れが特に大きかったことが分かる。この つ2

の図を比較すると、二河町、本通、警固屋などの地

域、つまり公共構造物の被害が発生した場所近くの

等価アンケート震度は、呉市全体の地域震度（ ）4.9

を上回っているか、同等の値になっていることが分

かる。しかしながら、三条町近くの両城などのよう

に等価アンケート震度があまり大きくないにもかか

わらず石積擁壁被害が集中している場所がある。こ

れは、この地域は山麓の急傾斜地に民家が密集し、

家屋を支えるほとんどの石垣が戦前のもので古い耐

震設計のうえ老朽化も進んでおり、家屋の基盤が不

安定であったためであると考えられる。また、大き

い等価アンケート震度の阿賀、仁方では、液状化の

被害があった。

5. 結論

求められた等価アンケート震度を計測震度 と比較したところ、概ね等しい値かまたは、 階級の差とな1) 1

り等価アンケート震度の精度は良好であるといえる。

呉市における等価アンケート震度は場所によりばらつきがあり、地震計を設置している中央周辺の揺れ2)

が特に大きかったことが分かる。石積擁壁被害が集中している場所を除けば、等価アンケート震度が大

きいところでなんらかの被害がでていることが分かる。

1) 13 2001 49 ,http://www.fdma.go.jp/html/infor/010324geiyo.htm参考文献 消防庁:平成 年( 年)芸予地震（第 報)
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92 pp 117-128 1979 4) , , :大橋ひとみ:アンケートによる地震時の震度の推定,第 号, . , . 森伸一郎圓井洋介盛川仁

2000 , 36 ,年鳥取西部地震における境港および米子のアンケート震度 第 回地盤工学会研究発表講演集

pp.2127-2128,2001.6 5) 2001.4.16広島県呉土木建築事務所報告書,

図 呉市の等価アンケート震度3

図 呉市の公共構造物と家屋被害2
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